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国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
！  

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１９６号
2026年９月18日

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
９
６
２
筆
（
26
年
９
月
18
日
）

11・１浅草公会堂集会

根
幹
を
揺
る
が
す
力
を
持
っ
て
い
る

こ
と
の
明
瞭
な
証
明
で
す
。
関
道
利

委
員
長
が
提
起
し
た
「
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
裁
判
の
勝
利
」
と
「
第
２

期
11
月
集
会
運
動
」
の
創
出
に
向

け
、
不
当
労
働
行
為
を
絶
対
に
許
さ

ず
現
場
か
ら
の
反
撃
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
ょ
う
。

　
全
社
会
の
軍
事
化

　
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
深
ま
る
危

機
と
中
国
侵
略
戦
争
へ
の
踏
み
出

し
、
そ
し
て
高
市
政
権
の
「
台
湾
有

事
は
存
立
危
機
事
態
」
と
す
る
暴
走

の
も
と
で
、
核
容
認
・
核
共
有
の
危

う
い
動
き
や
、
12
月
の
安
保
３
文
書

再
改
定
に
向
け
た
大
軍
拡
が
急
速
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
軍
事
費
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
３
・
５
％
化
（
25
兆
円
規
模
）

や
、10
月
臨
時
国
会
で
の
９
条
改
憲
・

緊
急
事
態
条
項
の
策
定
、
Ａ
Ｉ
や
ド

ロ
ー
ン
技
術
を
動
員
し
た
「
新
し
い

戦
い
方
」
の
導
入
は
、
世
界
戦
争
・

核
戦
争
の
危
機
を
直
接
現
実
化
さ
せ

る
も
の
で
す
。

　
政
府
は
『
骨
太
方
針
２
０
２
６
』

で
防
衛
産
業
を
「
成
長
の
柱
」
と

し
、
全
社
会
を
戦
時
体
制
へ
と
引
き

込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
楽
天
に
よ

る
迎
撃
用
ド
ロ
ー
ン
開
発
企
業
と
の

提
携
、
日
産
・
追
浜
工
場
跡
地
の
軍

用
ド
ロ
ー
ン
拠
点
化
検
討
、
日
本
製

鉄
・
呉
工
場
跡
地
の
防
衛
省
取
得
な

ど
、
民
間
企
業
や
技
術
が
戦
争
に
駆

り
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
陸

上
自
衛
隊
が
多
数
の
戦
死
者
を
想
定

な
ど
、
社
会
全
体
を
戦
場
化
す
る
企

み
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
大
軍
拡
の
先
に
あ
る
の
は
法
人

税
・
所
得
税
・
消
費
税
の
大
増
税
と

社
会
保
障
の
崩
壊
で
す
。
ま
た
労
働

法
制
定
80
年（
27
年
）に
向
け
た「
労

働
市
場
改
革
」
は
、
団
結
権
・
争
議

11
・
22
集
会
と
一
体
で
全
国
か
ら
大
結
集
を

裁
判
勝
利
へ
運
動
拡
大
を

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
が
定
期
総
会

権
を
否
定
し
、
軍
需
産
業
へ
労
働
力

を
強
制
移
動
さ
せ
る
「
労
組
な
き
社

会
」
の
攻
撃
で
す
。
政
府
・
資
本
に

追
従
す
る
連
合
を
打
倒
し
、
闘
う
労

働
組
合
を
今
こ
そ
甦
ら
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
歴
史
の
転
換
点
に

　
機
動
隊
や
国
家
権
力
の
不
当
な
弾

圧
を
跳
ね
返
し
、
青
年
・
学
生
・
女

性
・
労
働
者
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。「
戦
争
に

加
担
し
た
く
な
い
」「
い
か
な
る
理

由
で
あ
れ
軍
需
産
業
で
も
う
け
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
現
場
の
怒
り
と

実
力
行
動
こ
そ
が
、
戦
争
を
止
め
る

最
大
の
力
で
す
。

　
今
年
の
11
月
集
会
は
、
日
比
谷
野

音
改
修
工
事
に
伴
い
屋
内
集
会
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
韓
国
・
民
主

労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
を
は
じ
め
と

す
る
「
東
京
―
ソ
ウ
ル
国
際
共
同
行

動
」
と
し
て
、
世
界
中
の
労
働
者
と

堅
く
握
手
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
共
同
呼
び
か
け
団
体
に
よ
る

11
月
22
日
の
全
国
反
戦
集
会
と
も
響

き
合
い
、
26
年
秋
を
日
本
労
働
運
動

の
歴
史
的
転
換
点
に
し
ま
す
。

　
全
国
の
職
場
・
地
域
か
ら
、
す
べ

て
の
働
く
仲
間
の
結
集
を
心
よ
り
訴

え
ま
す
！

　
７
月
16
日
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤

回
裁
判
の
第
３
回
控
訴
審
に
お
い

て
、
東
京
高
裁
・
阪
本
勝
裁
判
長

は
、
不
当
労
働
行
為
の
真
相
を
握
る

Ｊ
Ｒ
元
会
長
・
井
手
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本

会
長
・
深
澤
の
証
人
尋
問
を
突
如
と

し
て
却
下
し
ま
し
た
。
前
回
の
裁
判

で
東
裁
判
長
が
「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
の
不

当
労
働
行
為
を
認
め
な
い
な
ら
証
人

を
採
用
す
る
」
と
明
言
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
家
権
力
は
東
裁
判
長

を
地
方
へ
飛
ば
し
、
阪
本
裁
判
長
を

据
え
て
証
人
採
用
を
握
り
つ
ぶ
し
た

の
で
す
。

　
こ
れ
は
戦
時
下
に
お
け
る
国
家
権

力
・
裁
判
所
の
剥
き
出
し
の
大
反
動

で
あ
り
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃

の
不
当
性
と
、
こ
の
闘
い
が
国
家
の

　
会
計
報
告
を
経
て
、
動
労
千
葉
の
関
委

員
長
が
、
車
の
両
輪
と
し
て
の
物
心
両
面

に
お
よ
ぶ
支
援
へ
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
11
・
１
集
会
の
成
功
と
、
現
場
の
仕

事
や
安
全
・
労
働
者
の
権
利
を
軽
視
す
る

Ｊ
Ｒ
の
攻
撃
と
闘
う
決
意
を
表
明
し
た
。

　
続
い
て
各
地
か
ら
闘
い
の
報
告
が
行
わ

れ
、
東
京
西
部
の
地
道
な
物
販
や
署
名
活

動
、
木
更
津
の
久
留
里
線
廃
線
化
反
対
闘

争
、
三
多
摩
に
お
け
る
日
本
機
械
工
業
労

組
の
会
加
入
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、

福
島
、
神
奈
川
、
ユ
ニ
オ
ン
習
志
野
か
ら

も
報
告
が
続
い
た
。

　
最
後
に
新
年
度
運
営
委
員
を
選
出
し
、

懇
親
会
で
は
会
員
と
組
合
員
が
交
流
を
深

め
、
最
後
に
組
合
員
全
員
が
登
壇
し
て
感

謝
と
闘
争
へ
の
決
意
を
語
っ
た
。

代
未
聞
の
事
態
を
徹
底
弾
劾
し
て
運
動
拡

大
の
力
へ
転
換
し
よ
う
と
強
く
訴
え
た
。

　
具
体
的
運
動
方
針
と
し
て
、
以
下
の
取

り
組
み
を
打
ち
出
し
た
。

◍
次
回
控
訴
審
へ
の
全
国
結
集
と
高
裁

包
囲
デ
モ
の
敢
行

◍
11
・
１
全
国
労
働
者
集
会
に
向
け
た

大
結
集
の
組
織
化

◍
巨
大
な
反
戦
闘
争
と
し
て
の
11
・
22

大
行
進
全
国
集
会
へ
の
総
決
起

◍
外
注
化
阻
止
ニ
ュ
ー
ス
の
Ｊ
Ｒ
職
場

配
布
、会
員
拡
大
、物
販
活
動
、ロ
ー

カ
ル
線
廃
止
反
対
な
ど
の
地
域
闘
争

と
の
合
流
、
国
際
連
帯
の
強
化

　
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
が
９
月
５

日
、
26
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
東

京
東
部
の
運
営
委
員
が
開
会
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、
織
田
事
務
局
次
長
が
運
動
方

針
案
の
提
起
を
行
っ
た
。

　
織
田
事
務
局
次
長
は
、
今
年
の
総
会
が

国
鉄
闘
争
を
め
ぐ
る
激
し
い
攻
防
を
闘
い

抜
い
た
歴
史
的
局
面
で
あ
り
、
ま
た
山
本

事
務
局
長
を
失
っ
た
な
か
で
の
初
め
て
の

総
会
だ
と
述
べ
、
７
月
16
日
に
行
わ
れ
た

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
裁
判
の
第
３
回
控

訴
審
に
お
い
て
、
新
裁
判
長
が
従
来
の
証

人
尋
問
方
針
を
翻
し
た
異
例
の
訴
訟
指
揮

を
強
く
糾
弾
し
た
。
長
年
の
支
援
で
掴
み

　今ほど労働運動の根本的変革が求められているときはありません。米ト

ランプ政権と一体となった高市政権が「安全保障環境の変化」を口実に社

会全体を戦時体制へと呑み込み、中国への侵略戦争へ突き進もうとする今、

労働組合が「反戦」の先頭に立たなければなりません。その強い決意を込

め、１１・１労働者集会への参加を訴えます。

取
っ
た
真
実
を
国
家

権
力
が
隠
蔽
す
る
こ

と
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
と
し
、
こ
の
前

　
11
・
１
労
働
者
総
決
起
集
会
（
浅
草
公
会

堂
）
に
向
け
た
第
２
回
実
行
委
員
会
が
９
月

６
日
に
開
催
さ
れ
た
。

の
出
発
点
と
し
て
大
成
功
さ
せ
る
た
め
の
協

力
を
強
く
訴
え
た
。

　
続
い
て
動
労
千
葉
の
田
中
顧
問
が
会
議
の

基
調
を
提
起
し
、
世
界
戦
争
へ
突
き
進
む
危

機
的
な
情
勢
に
対
し
、
社
会
を
根
底
か
ら
変

革
す
る
労
働
者
の
闘
い
が
必
要
で
あ
る
と

し
、
労
働
運
動
の
大
変
革
運
動
と
し
て
11
月

集
会
へ
の
全
力
の
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

　
そ
の
後
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
の

高
山
俊
吉
弁
護
士
を
は
じ
め
、
全
国
労
組
交

流
セ
ン
タ
ー
、
自
治
体
、
医
療
福
祉
な
ど
の

仲
間
が
次
々
と
発
言
し
、
決
意
を
表
明
。
集

会
ま
で
２
カ
月
を
切
る
中
、
各
職
場
か
ら
の

全
力
結
集
を
確
認
し
た
。

　
冒
頭
、
動
労
千

葉
の
関
委
員
長
が

国
鉄
１
０
４
７
名

解
雇
撤
回
裁
判
の

現
状
を
報
告
。「
あ

ん
な
無
様
な
や
り

方
で
証
人
申
請
を

却
下
し
た
の
は
、

全
国
の
運
動
の
力

で
裁
判
所
を
追
い

詰
め
て
き
た
か
ら

だ
」
と
語
り
、
こ
の
闘

い
に
勝
ち
切
る
こ
と
と

11
・
１
集
会
を
「
第
２

期
労
働
者
集
会
運
動
」

全国労働者
総決起集会
集会終了後、浅草の街をデモ行進

日時

場所

呼び
かけ

２０２６年11月１日（日）正午～
浅草公会堂ホール
国鉄千葉動力車労働組合／国鉄分割・民営化に反対し、１０４７名

解雇撤回闘争を支援する全国運動／改憲・戦争阻止！大行進

１１．１

労働者の国境を超えた

団結で戦争を止めよう！

●国鉄１０４７名解雇撤回！ 労働法大改悪―労組なき社
会化を許すな！  ●中国―イラン侵略戦争止めよう！ 
改憲阻止！ 高市政権打倒！

事務局	 千葉市中央区要町 2-8 ＤＣ会館　☎ 043(222)7207		FAX	043(224)7197

	 全国労組交流センター　東京都台東区元浅草 2-4-10	五宝堂5F

韓米など海外の労組代
表も多数参加！

闘う労働組合を甦らせ
よう！
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し
て
葬
儀
社
団

体
（
全
葬
連
）

と
協
定
を
結
ぶ

〝
労
働
運
動
の
大
変
革
を
〟

11
・
１
集
会
の
成
功
へ
実
行
委
員
会

労働者の国境を超えた団結で戦争を止めよう！
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あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義
　
動
労
千
葉「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
」の
教
訓
・
補
論

構
築
が
あ
っ
た
。

　
連
日
、
千
葉
駅
や
津
田
沼
駅
、
成労働者の主体形成―労農連帯・階級的力の発現の歴史的検証

の
攻
撃
を
粉
砕
し
た
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
中
野
洋
書
記
長
は
、
こ
の

闘
争
を
振
り
返
り
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。「
１
４
０
０
名
と
い
う
人

間
集
団
一
人
一
人
が
持
つ
す
ば
ら
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
面
的
に
開
花
さ

せ
る
闘
い
を
日
本
の
労
働
運
動
は

や
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
や
り
切
っ

た
ら
、
も
の
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
揮
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

　
西
森
巌
副
委
員
長
が
「
自
分
ら
の

損
得
を
乗
り
越
え
た
闘
い
だ
と
い
う

こ
と
が
意
識
の
底
流
に
あ
る
」
と

語
っ
た
よ
う
に
、
動
労
千
葉
の
組
合

員
た
ち
は
「
労
農
連
帯
」
と
い
う
社

会
的
大
義
に
決
起
し
た
の
で
あ
る
。

田
駅
な
ど
の
各
拠
点
に
、

反
対
同
盟
の
戸
村
一
作
委

員
長
や
北
原
鉱
治
事
務
局

長
、
婦
人
行
動
隊
を
は
じ

め
と
す
る
１
０
０
人
以
上

の
農
民
た
ち
が
自
ら
駅
頭

に
立
っ
た
。
農
民
た
ち
は

「
動
労
千
葉
の
順
法
闘
争

を
支
持
し
て
ほ
し
い
」
と

乗
客
に
直
接
訴
え
た
。
三

里
塚
闘
争
と
い
う
国
家
権

力
の
巨
大
な
不
正
義
に
対

す
る
農
民
の
闘
い
の
歴
史

は
千
葉
県
民
の
良
く
知
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
農
民
の

訴
え
は
乗
客
の
意
識
に
強

く
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
浅
田
光
輝
氏
ら
が

率
い
る
「
動
労
ジ
ェ
ッ
ト

闘
争
支
援
共
闘
会
議
」
の

労
働
者
や
学
生
た
ち
は
、

各
駅
頭
や
ホ
ー
ム
で
連

日
、
文
字
通
り
身
体
を

張
っ
て
防
衛
と
街
頭
宣
伝

を
展
開
し
た
。
西
船
橋
や

本
八
幡
で
の
混
乱
時
も
、

支
援
勢
力
や
乗
客
が
実
力

で
運
転
士
を
防
衛
し
た
。

津
田
沼
駅
頭
な
ど
で
は
連

日
10
万
円
（
現
在
の
物
価

換
算
で
20
万
円
以
上
）
を

超
え
る
カ
ン
パ
が
乗
客
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　
津
田
沼
支
部
の
若
い
運

転
士
は
、
ホ
ー
ム
に
入
る

倉
支
部
・
成
田
支
部
な
ど
も
闘
争
の

最
前
線
に
立
っ
た
。

　
こ
の
日
、
総
武
緩
行
線
で
は
最
高

で
遅
れ
76
分
、
運
休
１
２
９
本
。
総

武
線
快
速
線
で
遅
れ
84
分
、
運
休
８

本
。
成
田
線
で
遅
れ
96
分
、
運
休
６

本
な
ど
、
１
日
で
千
数
百
時
間
の
遅

れ
が
生
じ
た
。
２
日
目
の
４
日
も
同

様
の
減
産
闘
争
が
続
い
た
。

　
３
日
目
を
迎
え
た
12
月
５
日
、
本

八
幡
駅
ホ
ー
ム
手
前
で
停
止
さ
せ
ら

れ
た
電
車
の
非
常
コ
ッ
ク
を
操
作
し

て
線
路
に
飛
び
降
り
た
乗
客
の
一
部

が
、「
運
転
士
は
動
労
千
葉
だ
！
」

と
叫
ん
で
投
石
を
開
始
し
た
。
乗
車

し
て
い
た
３
人
の
運
転
士
の
う
ち
１

人
が
逃
げ
遅
れ
、
数
分
間
に
わ
た
り

座
布
団
で
頭
を
庇
い
な
が
ら
投
石
に

さ
ら
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。
西

船
橋
駅
で
も
乗
客
が
運
転
室
へ
乱
入

し
よ
う
と
押
し
か
け
た
。

　
当
局
や
警
察
が
狙
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
こ
の
混
乱
に
乗
じ
た
「
第
二
の

上
尾
暴
動
」
の
再
来
で
あ
り
、
乗
客

の
怒
り
を
利
用
し
て
動
労
千
葉
を
圧

殺
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ

は
一
斉
に
バ
ッ
シ
ン
グ
を
展
開
し
、

朝
日
新
聞
の
社
説
や
瀬
戸
山
法
相
に

よ
る「
順
法
闘
争
に
刑
事
罰
を
科
す
」

と
の
恫
喝
発
言
が
相
次
い
だ
。

裏
切
ら
な
い
」
と
い
う
誇
り
と
大
義

の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
。「
労
働

者
は
目
先
の
利
益
が
な
け
れ
ば
動
か

な
い
」
と
い
う
民
同
労
働
運
動
の
敗

北
主
義
的
常
識
を
打
ち
破
っ
た
の
で

あ
る
。路

線
の
正
義
性
と
は

　
水
野
正
美
副
委
員
長
は
、「
動
労

千
葉
の
本
当
の
強
さ
は
、
路
線
の
正

義
性
に
あ
る
」と
後
年
述
べ
て
い
る
。

　
路
線
の
正
義
性
と
は
、
あ
ら
か
じ

め
首
尾
一
貫
し
た
完
璧
な
理
論
が
ど

こ
か
に
存
在
し
、
上
か
ら
「
こ
の
指

と
ま
れ
」
と
指
令
を
出
し
て
組
合
員

を
集
め
る
運
動
で
は
な
く
、
現
実
の

過
酷
な
攻
撃
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、

組
合
員
全
員
で
模
索
し
続
け
る
中
で

形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
船
橋
事
故
闘
争
に
お
い
て
も
、「
事

故
は
自
分
持
ち
」「
事
故
を
起
こ
し

た
ら
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
意
識

に
対
し
、「
原
因
は
当
局
の
安
全
無

視
と
過
密
ダ
イ
ヤ
に
あ
る
」
と
い
う

本
質
的
視
点
を
提
起
し
、
そ
れ
が
組

合
員
の
心
を
つ
か
ん
で
大
衆
運
動
へ

と
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
労
働
者
が
そ
の
時
代
と
真
っ
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
実
践
と
経
験
、
そ

し
て
職
場
で
の
議
論
を
通
じ
た
「
大

衆
的
な
英
知
」
の
中
で
自
ら
の
路
線

を
鍛
え
上
げ
る
―
―
そ
れ
が
動
労
千

葉
の
在
り
方
で
あ
る
。
闘
い
の
連
続

の
中
か
ら
大
衆
的
に
習
熟
し
、
生
み

出
さ
れ
て
き
た
路
線
に
こ
そ
、
不
滅

の
正
義
性
と
団
結
力
が
宿
る
。

　
戦
争
は
、
工
場
で
労
働
者
が
兵
器

を
作
り
、
鉄
道
や
港
湾
で
労
働
者
が

そ
れ
を
運
び
、
通
信
技
師
が
回
線
を

つ
な
ぎ
、
医
療
従
事
者
が
動
員
さ
れ

て
初
め
て
実
行
さ
れ
る
。
社
会
的
正

義
の
た
め
に
職
場
（
生
産
点
）
か
ら

実
力
で
立
ち
上
が
る
と
き
、
労
働
者

は
国
家
の
戦
争
政
策
を
も
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
て
敵
に
見
え
る
順
法
闘
争
の
孤
独
・
恐
怖

　
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
の
提
案

に
対
す
る
闘
争
戦
術
と
し
て
、
動
労

千
葉
の
採
用
し
た
順
法
闘
争
（
当
時

の
動
労
は「
減
産
闘
争
」と
呼
称
）は
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
に
大
き
な
精
神

的
・
肉
体
的
負
担
を
強
い
る
過
酷
な

戦
術
で
あ
っ
た
。

　
闘
争
時
、
運
転
士
は
ひ
と
た
び
運

転
台
に
座
れ
ば
、
文
字
通
り
「
自
分

以
外
の
す
べ
て
が
敵
に
回
る
」
状
況

下
に
身
を
置
く
。
数
十
本
の
列
車
を

運
休
に
追
い
込
み
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
過

密
ダ
イ
ヤ
の
中
で
列
車
を
１
時
間
以

上
遅
延
さ
せ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
を
埋
め

尽
く
す
群
衆
か
ら
罵
声
や
紙
つ
ぶ

て
、
唾
が
飛
ん
で
く
る
。

　
73
年
の「
上
尾
事
件（
上
尾
暴
動
）」

や
「
首
都
圏
国
電
暴
動
」
の
記
憶
も

あ
っ
た
。
動
労
千
葉
も
船
橋
事
故
闘

争
時
の
順
法
闘
争
で
は
、
千
葉
運
転

区
支
部
長
が
乗
客
の
暴
力
で
頭
部
を

３
針
縫
う
負
傷
を
負
っ
た
。
こ
う
し

た
経
験
は
、
組
合
員
に
少
な
か
ら
ず

「
恐
怖
心
」
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
た
。

　
福
田
内
閣
が
翌
年
３
月
30
日
の
成

田
開
港
を
発
表
し
、
国
鉄
当
局
か
ら

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
貨
車
輸
送
方
針
が

示
さ
れ
た
際
、
動
労
千
葉
地
本
は
国

家
権
力
と
の
真
っ
向
対
決
を
覚
悟
し

つ
つ
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
１
４
０
０

人
の
組
合
員
が
逃
げ
ず
に
闘
う
体

制
」
を
い
か
に
構
築
す
る
か
に
全
力

を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

全
線
で
遅
延
・
運
休

　
12
月
３
日
、
動
労
千
葉
は
総
武
緩

行
線
、
総
武
快
速
線
、
総
武
本
線
、

成
田
線
、鹿
島
線
、内
房
線
、外
房
線
、

木
原
線
、
久
留
里
線
、
東
金
線
で
始

発
か
ら
順
法
闘
争
を
開
始
し
た
。

　
津
田
沼
駅
で
は
ま
だ
暗
い
午
前
４

時
、
組
合
員
が
泊
ま
り
込
み
、
冷
え

込
む
ホ
ー
ム
に
動
輪
旗
が
は
た
め

き
、火
が
焚
か
れ
る
中
、石
灰
で
「
三

里
塚
空
港
反
対
」「
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料

貨
車
輸
送
実
力
阻
止
」
と
大
書
さ
れ

た
ス
ロ
ー
ガ
ン
列
車
が
発
車
し
た
。

燃
料
輸
送
の
直
接
の
拠
点
で
あ
る
佐

時
）
は
「
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
、

太
陽
が
西
か
ら
昇
っ
た
と
い
う
表
現

を
し
て
も
い
い
ほ
ど
の
風
景
の
転
換

だ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　
動
労
千
葉
の
組
合
員
は
、
自
分
た

ち
の
闘
い
が
ゼ
ニ
カ
ネ
の
た
め
で
は

な
く
、
社
会
的
正
義
の
た
め
で
あ
る

こ
と
を
身
体
感
覚
と
し
て
理
解
し
、

深
い
自
負
と
当
事
者
意
識
を
獲
得
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

空港

土屋基地

鹿島製油所
京葉地区製油所

京葉臨
海鉄道

鹿島臨海鉄道

蘇我駅

千葉駅

成田線

総武
本線 佐

倉
駅

成田駅

と
「
動
労
千
葉
が
ん
ば
れ
！
」
と
大

歓
声
と
拍
手
で
迎
え
ら
れ
照
れ
て
し

ま
っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。
ホ
ー

ム
で
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
布
施
宇
一
教
宣
部
長
（
当

運
転
士
を
守
り
ぬ
い
た
農
民
・
乗
客
の
決
起

　
し
か
し
、
こ
こ
で
日
本
の
労
働
運

動
史
に
残
る
決
定
的
ド
ラ
マ
が
生
じ

た
の
で
あ
る
。
本
八
幡
駅
で
投
石
を

受
け
、
窮
地
に
陥
っ
た
運
転
士
に
対

し
、
他
の
乗
客
た
ち
が
「
僕
ら
が
守

る
か
ら
！
」
と
声
を
上
げ
、
身
を
挺

し
て
運
転
士
を
囲
み
駅
ま
で
安
全
に

連
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
尾
事
件
の
よ
う
に
乗
客
が
運
転

席
や
信
号
な
ど
の
機
器
・
設
備
を
破

壊
し
何
日
も
不
通
に
な
る
こ
と
も
予

期
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
は
わ
ず
か

２
時
間
後
に
運
転
を
再
開
。
上
尾
事

件
と
は
完
全
に
真
逆
の
現
象
―
―
暴

動
の
拡
大
で
は
な
く
、「
乗
客
が
組

合
員
を
か
ば
い
、
守
る
」
と
い
う
事

態
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
「
景
色
の
転

換
」
が
生
じ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、

重
層
的
か
つ
広
範
な
社
会
的
連
帯
の

全
職
種
１
４
０
０
人
が
一
体
で
闘
争
に
決
起

　
こ
の
順
法
闘
争
は
運
転
士
だ
け
の

闘
い
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
佐
倉

支
部
（
約
１
６
０
人
）
は
、
半
数
が

乗
務
職
場
で
、
残
り
半
数
が
検
修
職

場
で
あ
っ
た
。
検
修
職
場
に
お
け
る

減
産
闘
争
は
、
車
両
の
安
全
検
査
規

程
を
厳
格
に
適
用
す
る
形
で
展
開
さ

れ
た
。
通
常
１
日
で
仕
上
げ
る
検
査

に
２
日
を
費
や
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

毎
日
交
番
か
ら
１
両
、
２
両
と
運
用

可
能
な
予
備
車
が
消
え
て
い
き
、
最

終
的
に
は
本
線
を
走
る
機
関
車
や
電

車
そ
の
も
の
が
物
理
的
に
枯
渇
し
、

大
量
の
運
休
が
発
生
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
歴
史
的
に
順
法
闘
争
と

い
え
ば
旅
客
列
車
の
運
転
士
が
矢
面

に
立
ち
、
貨
物
や
地
上
職
場
は
後
方

に
退
き
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

動
労
千
葉
は
執
行
部
に
よ
る
徹
底
的

な
職
場
オ
ル
グ
と
討
論
を
経
て
、
全

職
種
を
一
丸
と
さ
せ
た
。

　
ま
た
６
～
７
０
０
人
も
の
運
転
士

が
一
糸
乱
れ
ず
闘
争
に
入
っ
た
た

め
、国
鉄
当
局
は「
誰
が
中
心
と
な
っ

て
列
車
を
遅
ら
せ
た
の
か
」
と
い
う

個
別
の
立
証
が
で
き
ず
、
役
員
や
活

動
家
の
見
せ
し
め
処
分
や
不
当
処
分

　
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
阻
止
闘
争
の
今
日
的
意
義

　
動
労
千
葉
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車

輸
送
阻
止
闘
争
は
、
現
代
に
お
い
て

さ
ら
に
教
訓
に
満
ち
て
い
る
。

　
自
衛
隊
基
地
へ
の
ミ
サ
イ
ル
搬
入

な
ど
に
対
す
る
反
対
運
動
や
抗
議
行

動
は
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
ら
の
ミ
サ
イ
ル
や
兵
器

が
実
際
に
製
造
さ
れ
て
い
る
軍
需
工

場
や
関
連
メ
ー
カ
ー
、
あ
る
い
は
兵

站
を
担
う
物
流
・
通
信
の
「
現
場
（
生

産
点
）」
に
お
い
て
、
労
働
者
の
闘

い
の
波
が
起
き
て
い
な
い
現
実
が
あ

る
。
多
く
の
労
働
組
合
が
「
会
社
の

方
針
」「
業
務
命
令
」「
雇
用
の
維
持

や
賃
金
」
を
優
先
し
、
自
ら
の
日
常

的
な
労
働
に
対
し
て
問
題
提
起
も
で

き
な
い
状
況
が
あ
る
。

　
実
力
闘
争
の
条
件

　
動
労
千
葉
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送

阻
止
闘
争
は
決
し
て
単
独
で
成
し
遂

げ
た
闘
い
で
は
な
か
っ
た
。

　
三
里
塚
の
農
民
が
国
家
権
力
に
よ

る
暴
力
的
な
土
地
取
り
上
げ
に
対
し

て
長
年
に
わ
た
り
体
を
張
っ
て
闘
い

抜
い
て
き
た
社
会
的
正
義
と
闘
い
の

蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
共
感

と
連
帯
（
労
農
連
帯
）
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
農
民
た
ち
の
街
頭
で
の
必
死
の
訴

え
、
そ
し
て
支
援
共
闘
会
議
に
よ
る

身
体
を
張
っ
た
防
衛
と
宣
伝
活
動
と

い
う
「
重
層
的
な
社
会
的
援
助
と
防

衛
」
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
乗
客

か
ら
の
「
上
尾
暴
動
」
的
な
反
発
を

跳
ね
返
し
、
乗
客
自
身
が
労
働
者
を

か
ば
い
、
後
押
し
す
る
「
景
色
の
転

換
」
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
労
働
者
の
職
場
で
の
実
力
闘
争
は

広
範
な
運
動
や
支
援
と
の
強
固
な
結

び
つ
き
を
得
て
、
初
め
て
「
国
家
権

力
の
弾
圧
を
跳
ね
返
す
社
会
的
な

力
」
へ
と
昇
華
す
る
。

　
こ
の
闘
争
が
示
す
最
も
鮮
明
な
教

訓
は
、
労
働
者
の
真
の
戦
闘
性
や
階

級
的
パ
ワ
ー
は
、「
戦
争
反
対
」や「
国

家
権
力
の
不
正
義
に
対
す
る
抵
抗
」

と
い
う
、
真
に
政
治
的
・
社
会
的
正

義
を
自
覚
し
た
と
き
に
こ
そ
爆
発
的

に
開
花
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
１
４
０
０
人
の
動
労
千
葉
の
組
合

員
は
、
解
雇
や
減
給
処
分
、
逮
捕
や

怪
我
の
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら
、「
危

険
な
も
の
は
運
ば
な
い
」「
農
民
を

　
動
労
千
葉
に
よ
る
三
里
塚
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
貨
車
輸
送
阻
止
闘
争
は
、

一
労
働
組
合
の
闘
争
を
超
え
、
国
家
権
力
に
よ
る
国
策
・
軍
事
利
用
に

対
し
て
、
労
働
者
が
「
生
産
点
（
職
場
）」
か
ら
実
力
阻
止
を
突
き
つ

け
た
歴
史
的
闘
争
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
「
動
労
千
葉
・
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
輸
送
阻
止
闘
争
の
教
訓
（
上
・

下
）」
の
補
論
と
し
て
、
77
年
12
月
３
～
５
日
に
展
開
さ
れ
た
「
第
一

波
強
力
順
法
闘
争
」
の
具
体
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
や
当
事
者
た
ち
の
証
言

を
分
析
し
、「
労
農
連
帯
」「
職
場
支
配
権
」「
実
力
闘
争
」
と
い
う
概

念
が
、
い
か
に
現
場
で
具
体
化
さ
れ
実
践
さ
れ
た
か
を
考
え
た
い
。


